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ソリューションの概要

ソリューションの概要

アプリケーションについて
AXIS Audio Analyticsは、突然の音量の増加や、インストールされたデバイス周辺の悲鳴、または叫び声など、特定
のタイプの音を検知します。こうした検知を設定し、ビデオ録画や音声メッセージの再生、セキュリティスタッフ
への警告といった対応をトリガーすることができます。
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検討事項

検討事項

AXIS Audio Analyticsを使用するデバイスの設定に際しては、以下の点を考慮してください。

• このアプリケーションは、インストールしたデバイスから10メートル以内の距離で音声を検知するた
めに最適化されています。

• 喧騒や交通量などの環境がもたらすバックグラウンドのノイズレベルが大きい場合、パフォーマン
スに影響が出る可能性があります。

• 送風機など、直接的なノイズの発生源の横にはマイクロフォンを置かないでください。

製品固有の考慮事項については、 でお使いの製品のユーザーマニュアルを参照してください。
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開始する

開始する

アプリケーションを設定する
1. 管理者としてデバイスのインターフェースにログインし、[AnalyticsAnalyticsAnalytics > AudioAudioAudio analyticsanalyticsanalytics ] (分析>音声分析
機能) に移動します。

2. デバイスで周辺の音のレベルや、突然増大した音量の監視を実行するには、[AdaptiveAdaptiveAdaptive audioaudioaudio detectiondetectiondetection ]
(適応音声検知) をオンにします。

2.1 [AdaptiveAdaptiveAdaptive audioaudioaudio detectiondetectiondetection > AdvancedAdvancedAdvanced settingssettingssettings ] (適応音声検知>高度な設定) で [ThresholdThresholdThreshold ]
(閾値) スライダーを使用して、検知の閾値を上げる、または下げることができます。閾値
を上回る音だけが検知をトリガーします。

2.2 [AdaptiveAdaptiveAdaptive audioaudioaudio detectiondetectiondetection > TTTestestest alarmsalarmsalarms ] (適応音声検知>アラームのテスト) で [TTTestestest] (テスト)
をクリックし、検知をトリガーします。この機能を使用して、イベントのルールが正しく設
定されていることを確認します。

注
[ThresholdThresholdThreshold ] (閾値) スライダーを使用すると、検知をトリガーするために必要な音量の増大幅を調整できま
す。デバイスの設置場所や、検知対象に応じてスライダーを調整します。

3. デバイス周辺で生じる悲鳴や叫び声など、特定のタイプの音を検知するには、[AudioAudioAudio classificationclassificationclassification ]
(音声分類) をオンにします。

3.1 [AudioAudioAudio classificationclassificationclassification > AdvancedAdvancedAdvanced settingssettingssettings ] (音声分類>高度な設定)で、デバイスに検知させる音
のタイプを指定します。

3.2 [AudioAudioAudio classificationclassificationclassification > TTTestestest alarmsalarmsalarms ] (音声分類>アラームのテスト)でドロップダウンリストのオ
プションを選択し、[TTTestestest] (テスト) をクリックして検知をトリガーします。この機能を使用し
て、イベントのルールが正しく設定されていることを確認します。

注
[AdaptiveAdaptiveAdaptive audioaudioaudio detectiondetectiondetection ] (適応音声検知) と [ AudioAudioAudio classificationclassificationclassification ] (音声分類) は相互に独立に動作しま
す。2つの機能のうち1つだけを使う場合、使わない機能をオフできます。
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アプリケーションの設定

アプリケーションの設定

イベントのルールを設定する
詳細については、ガイド「イベントのルールの使用開始」を参照してください。

音声検知のトリガーでビデオを録画する
この例は、音声が検知をトリガーするとすぐに、Axis装置でSDカードにビデオを録画するように設定する方
法を説明します。

1. デバイスのwebインターフェースで [AnalyticsAnalyticsAnalytics >>> AudioAudioAudio analyticsanalyticsanalytics (((分分分析析析機機機能能能 >>> 音音音声声声分分分析析析機機機能能能)))] を開き、
[AdaptiveAdaptiveAdaptive audioaudioaudio detectiondetectiondetection (((適適適応応応音音音声声声検検検知知知)))] がオンになっていることを確認します。

2. SDカードがマウントされていることを確認するには、[SystemSystemSystem >>> StorageStorageStorage (((シシシススステテテムムム >>> ススストトトレレレーーージジジ)))]
に移動します。

3. [SystemSystemSystem >>> EventsEventsEvents (((シシシススステテテムムム >>> イイイベベベンンントトト)))] に移動し、ルールを追加します。

4. アクションルールの名前を入力します。

5. 条件リストで [AudioAudioAudio analyticsanalyticsanalytics (((音音音声声声分分分析析析)))] の [AudioAudioAudio levellevellevel aboveaboveabove thresholdthresholdthreshold (((音音音声声声レレレベベベルルルががが閾閾閾値値値ををを超超超
えええるるる)))] を選択します。

6. アクションのリストで、[RecordingsRecordingsRecordings (((録録録画画画)))] の [RecordRecordRecord videovideovideo (((ビビビデデデオオオををを録録録画画画すすするるる)))] を選択します。

7. ストレージオプションのリストで、[SDSDSD---DISKDISKDISK] を選択します。

8. [CameraCameraCamera (((カカカメメメラララ)))] と [StreamStreamStream profileprofileprofile (((ススストトトリリリーーームムムプププロロロフフファァァイイイルルル)))] を選択します。

9. 音声が検知される前に録画を開始する場合は、[PrebufferPrebufferPrebuffer timetimetime (((プププリリリバババッッッフフファァァ時時時間間間)))] を入力します。

10. [保保保存存存] をクリックします。

11. ルールをテストするには、[AnalyticsAnalyticsAnalytics >>> AudioAudioAudio analyticsanalyticsanalytics (((分分分析析析機機機能能能 >>> 音音音声声声分分分析析析機機機能能能)))] を開きます。
[AdaptiveAdaptiveAdaptive audioaudioaudio detectiondetectiondetection >>> AdvancedAdvancedAdvanced settingssettingssettings (((適適適応応応音音音声声声検検検知知知 >>> 高高高度度度ななな設設設定定定)))] で [TTTestestest alarmsalarmsalarms (((アアアラララーーームムム
のののテテテススストトト)))] をクリックして、誤検知イベントを生成します。

音検知のトリガーで、ストロボサイレンを有効化する
Axis製のストロボサイレンを使用して、侵入者にエリアを監視中であることを知らせます。

この例は、AXIS Audio Analyticsが突然の音量の増加を検知した場合に、ストロボサイレンのプロファイルを有
効にする方法を説明します。

開始する前に、以下をご確認ください。

• ストロボサイレンにオペレーター、または管理者のロールを持つ新しいユーザーを作成します。

• ストロボサイレンに、「ストロボサイレンプロファイル」というプロファイルを作成します。

• デバイスのwebインターフェースで [AnalyticsAnalyticsAnalytics >>> AudioAudioAudio analyticsanalyticsanalytics (((分分分析析析機機機能能能 >>> 音音音声声声分分分析析析機機機能能能)))] を開き、
[AdaptiveAdaptiveAdaptive audioaudioaudio detectiondetectiondetection (((適適適応応応音音音声声声検検検知知知)))] がオンになっていることを確認します。

カメラで送信先を作成する手順:

1. カメラの装置インターフェースで [SystemSystemSystem >>> EventsEventsEvents >>> RecipientsRecipientsRecipients (((シシシススステテテムムム >>>イイイベベベンンントトト >>>送送送信信信先先先)))] に移動
し、送信先を追加します。

2. 以下の情報を入力します。

- 名名名前前前:ストロボサイレン
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アプリケーションの設定

- TTTypeypeype (((タタタイイイプププ))): HTHTHTTPTPTP

- URLURLURL: http://<IPaddress>/axis-cgi/siren_and_light.cgi

<IPaddress>の部分をストロボサイレンのアドレスに置き換えます。

- 新しく作成されたストロボサイレンのユーザーのアアアカカカウウウンンントトト名とパパパスススワワワーーードドド。

3. [TTTestestest (((テテテススストトト)))] をクリックして、すべてのデータが有効であることを確認します。

4. [保保保存存存] をクリックします。

カメラに2つのルールを作成する:

1. [RulesRulesRules (((ルルルーーールルル)))] を開き、AXIS Audio Analyticsでイベントを検知したらストロボサイレンを有効化
する、というルールを追加します。

2. 以下の情報を入力します。

- 名名名前前前:検知時にストロボサイレンを有効にする

- ConditionConditionCondition (((条条条件件件))): AudioAudioAudio analyticsanalyticsanalytics >>> AudioAudioAudio levellevellevel aboveaboveabove thresholdthresholdthreshold (((音音音声声声分分分析析析機機機能能能 >>> 閾閾閾値値値ををを
超超超えええるるる音音音声声声レレレベベベルルル)))

- ActionActionAction (((アアアクククシシショョョンンン))): NotificationsNotificationsNotifications >>> SendSendSend notificationnotificationnotification throughthroughthrough HTHTHTTPTPTP (((通通通知知知 >>> HTHTHTTPTPTPででで通通通知知知ををを
送送送信信信すすするるる)))

- RecipientRecipientRecipient (((送送送信信信先先先))):StrobeStrobeStrobe sirensirensiren (((ススストトトロロロボボボサササイイイレレレンンン)))。

この情報は、[EventsEventsEvents >>> RecipientsRecipientsRecipients >>> NameNameName (((イイイベベベンンントトト >>> 送送送信信信先先先 >>> 名名名前前前)))] で入力した情報と同じ
である必要があります。

- MethodMethodMethod (((メメメソソソッッッドドド))): PostPostPost

- BodyBodyBody (((本本本文文文))):

{ “apiVersion“: “1.0“, “method“: “start“, “params“: {
“profile“ : “Strobe siren profile“ } }

ここでは、ストロボサイレンでプロファイルを作成したときに入力した情報と同じ情報を“profile““profile““profile“ ::: <><><>に入
力してください (この例では“Strobe siren profile”)。

3. [保保保存存存] をクリックします。

4. もう1つのルールを追加して、15秒後にストロボサイレンを無効化します。以下の情報を入力します。

- 名名名前前前:検知から15秒後に、ストロボサイレンを無効にする

- WaitWaitWait betweenbetweenbetween actionsactionsactions (((アアアクククシシショョョンンン間間間ののの待待待ちちち時時時間間間))): 00:00:15

- ConditionConditionCondition (((条条条件件件))): AudioAudioAudio analyticsanalyticsanalytics >>> AudioAudioAudio levellevellevel aboveaboveabove thresholdthresholdthreshold (((音音音声声声分分分析析析機機機能能能 >>> 閾閾閾値値値ををを
超超超えええるるる音音音声声声レレレベベベルルル)))

- [InvertInvertInvert thisthisthis conditionconditioncondition (((こここののの条条条件件件ををを逆逆逆にににすすするるる)))] を選択します。

- ActionActionAction (((アアアクククシシショョョンンン))): NotificationsNotificationsNotifications >>> SendSendSend notificationnotificationnotification throughthroughthrough HTHTHTTPTPTP (((通通通知知知 >>> HTHTHTTPTPTPででで通通通知知知ををを
送送送信信信すすするるる)))

- RecipientRecipientRecipient (((送送送信信信先先先))): ススストトトロロロボボボサササイイイレレレンンン

この情報は、[EventsEventsEvents >>> RecipientsRecipientsRecipients >>> NameNameName (((イイイベベベンンントトト >>> 送送送信信信先先先 >>> 名名名前前前)))] で入力した情報と同じ
である必要があります。

- MethodMethodMethod (((メメメソソソッッッドドド))): PostPostPost

- BodyBodyBody (((本本本文文文))):
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{ “apiVersion“: “1.0“, “method“: “stop“, “params“: {
“profile“ : “Strobe siren profile“ } }

ここでは、ストロボサイレンでプロファイルを作成したときに入力した情報と同じ情報を“profile““profile““profile“ ::: <><><>に入
力してください (この例では“Strobe siren profile”)。

5. [保保保存存存] をクリックします。

デバイスが人と叫び声を同時検知した場合にビデオを録画する
この例は、次の両方の条件が満たされたときに、SDカードにビデオを録画するようにAxisデバイスを設定す
る方法を説明します。

• AXIS Object Analyticsが人を検知した。

• AXIS Audio Analyticsが叫び声を検知した。

1. デバイスのwebインターフェースで [AnalyticsAnalyticsAnalytics >>> AudioAudioAudio analyticsanalyticsanalytics (((分分分析析析機機機能能能 >>> 音音音声声声分分分析析析機機機能能能)))] を開き、
[AdaptiveAdaptiveAdaptive audioaudioaudio detectiondetectiondetection (((適適適応応応音音音声声声検検検知知知)))] がオンになっていることを確認します。

2. デバイスのwebインターフェースで [AppsAppsApps (((アアアプププリリリ)))] に移動し、AxisAxisAxis ObjectObjectObject AnalyticsAnalyticsAnalytics がオンになっ
ていることを確認します。

3. SDカードがマウントされていることを確認するには、[SystemSystemSystem >>> StorageStorageStorage (((シシシススステテテムムム >>> ススストトトレレレーーージジジ)))]
に移動します。

4. AXISAXISAXIS ObjectObjectObject AnalyticsAnalyticsAnalytics で [+++ NewNewNew scenarioscenarioscenario (((新新新規規規シシシナナナリリリオオオののの追追追加加加)))] をクリックします。

5. [ObjectObjectObject ininin areaareaarea (((範範範囲囲囲内内内ののの物物物体体体)))] を選択し、[NextNextNext (((次次次へへへ)))] をクリックします。

6. [HumanHumanHuman (((人人人)))] を選択し、[NextNextNext (((次次次へへへ)))] をクリックします。

7. 必要に応じて、対象範囲を調整します。

8. FinishFinishFinish (((終終終了了了))) をクリックします。

9. デバイスのインターフェースに戻り、[System[System[System (((シシシススステテテムムム)])])] >>> [Events[Events[Events (((イイイベベベンンントトト)])])] を開いてルール
を追加します。

10. アクションルールの名前を入力します。

11. 1つ目の条件として、[AudioAudioAudio analyticsanalyticsanalytics (((音音音声声声分分分析析析機機機能能能)))] の [ShoutShoutShout detecteddetecteddetected (((検検検知知知ささされれれたたた叫叫叫びびび声声声)))] を選
択します。

12. 2つ目の条件を追加し、[ApplicationsApplicationsApplications (((アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン)))] に作成したAXIS Object Analyticsシナリオ
を選択します。

13. アクションのリストで、[RecordingsRecordingsRecordings (((録録録画画画)))] の [RecordRecordRecord videovideovideo (((ビビビデデデオオオををを録録録画画画すすするるる)))] を選択します。

14. ストレージオプションのリストで、[SDSDSD---DISKDISKDISK] を選択します。

15. [CameraCameraCamera (((カカカメメメラララ)))] と [StreamStreamStream profileprofileprofile (((ススストトトリリリーーームムムプププロロロフフファァァイイイルルル)))] を選択します。

16. 音声が検知される前に録画を開始する場合は、[PrebufferPrebufferPrebuffer timetimetime (((プププリリリバババッッッフフファァァ時時時間間間)))] を入力します。

17. [保保保存存存] をクリックします。
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詳細情報

詳細情報

Audio classification (音声分類)
このアプリケーションは、音声ストリームに含まれる悲鳴、叫び声、ほとんどの種類のガラスが割れる音など、
異なる種類の音を分類できます。検知範囲はオープンスペースで10メートルです。

• 悲悲悲鳴鳴鳴の特徴は大きな高音域の発声です。恐怖や痛みを表現するために生じることが多くあります。

• 叫叫叫びびび声声声の特徴は、人間による大音量の発語です。怒りや、注意を促す目的で生じることが多くあります。

• [GlassGlassGlass breakingbreakingbreaking (((ガガガラララスススののの破破破損損損)))] の特徴は、ガラスが砕けたり割れたりしたときに発生する、鋭い破
砕音です。

この機能を使用することで、潜在的に重大な状況を検知し、対応することができます。

これらの音のいずれかを検知するようにアプリケーションを設定すると、検知対象音が色分けされた線とし
てユーザーインターフェースに可視化されます。出力は、検知された音に関する詳細情報を提供するメタ
データで構成されます。

プライバシーコントロール
プライバシーを考慮し、デフォルトではすべてのAxis製デバイスで音声ストリーミングがオフになっています。
AXIS Audio Analyticsは収集した音声をどこにも保存せずに、音声のメタデータを生成して視覚化することが可能で
す。したがって、AXIS Audio Analyticsを使用するために音声ストリーミングを有効にする必要はありません。

収集した音声をストレージ向けにアプリケーションで処理、およびエンコードする設定を利用する場合に限り、
音声ストリーミングを有効にする必要があります。

例例例

マイクロフォンを搭載したAxis製デバイスが、誰かに向かって叫ぶ男性の声を拾います。
このデバイスで音声ストリーミングは無効となっており、男性の叫び声は録音されません。
AXIS Audio Analyticsが叫び声を検知した。
AXIS Audio Analyticsが、叫び声に関連するメタデータとイベントを生成します。
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詳細情報

セキュリティスタッフは誰かが叫んでいるという警告を受信しますが、このイベントの録
画は行われていません。
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統合

統合

AXIS Camera Stationでアラームを設定する
AXIS Camera StationStationの設定方法を説明します。この例では、AXIS Audio Analyticsが悲鳴を検知した場合にオ
ペレーターに警告を送信して、ビデオ録画を開始するルールを設定します。

開開開始始始すすするるる前前前ににに

貴社に必要な製品：

• AXIS Audio Analyticsを設定済みのAxis製ネットワークカメラ1台。詳くは、 5 ページ、開始するを参
照してください

• AXIS Camera Stationをインストール済みのコンピューター1台

AXISAXISAXIS CameraCameraCamera StationStationStationにににカカカメメメラララををを追追追加加加しししままますすす

1. AXIS Camera Stationで、カメラを追加します。AXIS Camera Stationユーザーズマニュアルを参照して
ください。

デデデバババイイイスススイイイベベベンンントトトトトトリリリガガガーーーををを作作作成成成すすするるる

1. をクリックして[Configuration[Configuration[Configuration (((設設設定定定)])])] >>> [Recording[Recording[Recording andandand eventseventsevents (((録録録画画画とととイイイベベベンンントトト)])])] >>> [Action[Action[Action rulesrulesrules
(((アアアクククシシショョョンンンルルルーーールルル)])])]に移動し、[New[New[New (((新新新規規規)])])]をクリックします。

2. [追追追加加加] をクリックしてトリガーを追加します。

3. トリガーのリストから [DeviceDeviceDevice eventeventevent (((デデデバババイイイスススイイイベベベンンントトト)))] を選択し、[OKOKOK] をクリックします。

4. [ConfigureConfigureConfigure devicedevicedevice eventeventevent triggertriggertrigger (((デデデバババイイイスススイイイベベベンンントトトトトトリリリガガガーーーををを設設設定定定)))] セクションで次の設定を行います。

- [DeviceDeviceDevice (((デデデバババイイイススス)))] でカメラを選択します。

- [EventEventEvent (((イイイベベベンンントトト)))] でAXISAXISAXIS AudioAudioAudio AnalyticsAnalyticsAnalytics のオプションの [ScreamScreamScream detecteddetecteddetected (((検検検知知知ささされれれたたた
悲悲悲鳴鳴鳴)))] を選択します

- [トトトリリリガガガーーー時時時間間間] で連続する2つのトリガーの間隔を設定します。この機能は、連続する録画
の回数を減らすために使用します。この間隔中に別のトリガーが発生しても、録画は継続さ
れ、トリガー時間はその時点から再度カウントされます。

5. [FiltersFiltersFilters (((フフフィィィルルルタタターーー)))] で [activeactiveactive (((アアアクククテテティィィブブブ)))] を [YYYeseses (((はははいいい)))] に設定します。

6. [OkOkOk] をクリックします。

アアアラララーーームムムををを発発発しししててて映映映像像像ををを録録録画画画すすするるるアアアクククシシショョョンンンををを作作作成成成すすするるる

1. NextNextNext (((次次次へへへ))) をクリックします。

2. [追追追加加加] をクリックしてアクションを追加します。

3. アクションのリストから [RaiseRaiseRaise alarmalarmalarm (((アアアラララーーームムムををを発発発すすするるる)))] を選択し、[OkOkOk] をクリックします。

注
アラームメッセージは、アラームが発生したときにオペレーターが確認します。

4. [AlarmAlarmAlarm messagemessagemessage (((アアアラララーーームムムメメメッッッセセセーーージジジ)))] セクションで、アラームのタイトルと説明を入力します。

5. [OkOkOk] をクリックします。

6. [AddAddAdd (((追追追加加加)))] をクリックして他のアクションを追加します。

7. アクションのリストから [RecordRecordRecord (((録録録画画画)))] を選択し、[OkOkOk] をクリックします。
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8. カメラのリストから、録画に使用するカメラを選択します。

9. プロファイルを選択し、プリバッファとポストバッファを設定します。

10. [OkOkOk] をクリックします。

アアアラララーーームムムをををいいいつつつ有有有効効効化化化すすするるるかかかををを指指指定定定しししままますすす

1. NextNextNext (((次次次へへへ))) をクリックします。

2. アラームを特定の時間だけ有効にする場合は、[CustomCustomCustom schedulescheduleschedule (((カカカスススタタタムムムスススケケケジジジュュューーールルル)))] を選択し
ます。

3. リストからスケジュールを選択します。

4. NextNextNext (((次次次へへへ))) をクリックします。

5. アクションルールの名前を入力します。

6. FinishFinishFinish (((終終終了了了))) をクリックします。
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